
水水
をを
生生
かか
しし
たた
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
推推
進進

「「
ひひ
ょょ
うう
たた
んん
島島
水水
とと
緑緑
のの
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
構構
想想
」」

※
ひ
ょ
う
た
ん
島
と
は

新
町
川
、
助
任
川
に
囲
ま
れ

た
中
洲
で
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
形

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
親

し
み
を
込
め
て
「
ひ
ょ
う
た
ん

島
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

散散
策策
なな
どど
にに
利利
用用
でで
きき
るる
ＰＰ
ＲＲ
紙紙
をを
作作
成成

No.７１０

水の都・徳島に浮かぶ水と緑の島

「「「「「「「「「「ひひひひひひひひひひょょょょょょょょょょううううううううううたたたたたたたたたたんんんんんんんんんん島島島島島島島島島島」」」」」」」」」」をををををををををを
満満満満満満満満満満喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫ししししししししししててててててててててみみみみみみみみみみまままままままままませせせせせせせせせせんんんんんんんんんんかかかかかかかかかか

市
内
に
は
大
小
１
３
８
の
河

川
が
流
れ
て
お
り
、
福
島
、
寺

島
、
出
来
島
な
ど
島
の
つ
く
地

名
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
、
川
を
利
用
し
た
藍

玉
の
積
み
出
し
な
ど
の
物
資
の

運
搬
や
豊
か
な
伏
流
水
を
使
っ

て
の
藍
染
、
し
じ
ら
織
り
な
ど

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
古
く
か
ら
湧
水
に
恵
ま

れ
、
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

徳
島
市
で
は
、
こ
の
水
の
持

つ
魅
力
を
生
か
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
市
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

特
に
、ひ
ょ
う
た
ん
島（
※
）

に
つ
い
て
は
、
新
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
す
る
重
点
整
備
地
域

と
位
置
づ
け
、
「
ひ
ょ
う
た
ん

島
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

想
」
と
し
て
、
身
近
に
水
と
親

し
み
ふ
れ
あ
え
る
広
場
の
整
備

や
橋
の
修
景
な
ど
、
河
川
空
間

を
生
か
し
た
個
性
あ
る
都
市
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
町
川
水
際
公
園

朝
は
太
陽
の
光
が
公
園
を
み

ず
み
ず
し
い
雰
囲
気
に
つ
つ
み
、

夜
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
噴

水
や
木
々
の
緑
を
照
ら
し
出
し

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
対
岸
に
あ
る
し
ん
ま

ち
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。

助
任
川
河
岸
緑
地

四
季
折
々
の
花
が
咲
き
、
訪

れ
る
人
や
遊
覧
船
の
観
光
客
に

安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。

五
月
下
旬
は
、
ユ
ー
リ
オ
プ

ス
デ
ー
ジ
ー
な
ど
の
花
が
見
頃

で
す
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
・

干
潟
観
察
園
・
わ
ん
ぱ
く
広
場

な
ど
見
ど
こ
ろ
遊
び
ど
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

徳

島

中

央

公

園

徳
島
城
跡
を
利
用
し
た
公
園

で
、
国
指
定
の
名
勝
で
あ
る
旧

徳
島
城
表
御
殿
庭
園
の
ほ
か
、

鷲
の
門
、
数
寄
屋
橋
、
徳
島
城

博
物
館
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
徳
島
中
央
公
園
の
東

側
に
あ
る
バ
ラ
園
は
、
５
月
上

旬
か
ら
４４
種
類
約
４
２
０
本
の

バ
ラ
が
楽
し
め
ま
す
。

徳
島
市
は
、市
内
を
多
く
の
河
川
が
流
れ
る
水
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
す
。中
心
市
街
地
に
は「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」と
呼
ば
れ
る
中
洲

も
あ
り
、こ
の
よ
う
な
河
川
空
間
を
生
か
し
て
個
性
あ
る
都
市
環

境
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。今
号
で
は
、ひ
ょ
う
た
ん
島
を
取
り

巻
く
街
並
み
と
、楽
し
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。風
薫
る
５
月
、散
策

や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
ひ
ょ
う
た
ん
島
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

水際公園などの整備と市民の美化活動で新町川は「水の都・徳島」のシン
ボルとしてよみがえりました。

ペットボトルレースで、
きれいになった新町川を実感

徳島商工会議所青年部 齋藤 智彦さん

寒中水泳大会などのイベン
トができるほど、きれいにな
った新町川。
多くの皆さんにこの川の良

さを実感していただきたいと、
徳島商工会議所青年部では、
毎年夏に「徳島ひょうたん島
川まつり」を開催しています。
このイベントの中心は、ペットボトルレース。昨年のレース

には、２１組が出場。まっすぐに進めなかったり、ひっくり返り
そうになったりしたボートもあり、目が離せないレース展開と、
躍動感ある川の表情を楽しんでいただけたと思います。
また、Tシャツアート展では、小学生の皆さんが「川」をテーマ

にデザインしたTシャツ約３００点をしんまちボードウォークに
展示。きれいな青や水色の川に色とりどりの生き物を描いた作
品が多く見られ、子どもたちも、美しい川を願っているのでは
ないかと感じました。
今年も、７月下旬に開催を予定しています。ひょうたん島周

辺のイベントとして楽しいものにしていきたいと考えています
ので、ご期待ください。

市
で
は
、
市
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
の

魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

こ
の
島
の
情
報
を
ま
る
ご
と
網

羅
し
た
Ｐ
Ｒ
紙（
右
下
参
照
）を

作
成
し
ま
し
た
。

散
策
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
利

用
で
き
る
マ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

眉
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
阿
波
お

ど
り
会
館
で
使
え
る
割
引
券
が

つ
い
て
い
ま
す
。

﹇
配
布
場
所
﹈
駅
前
観

光
案
内
所
、
ひ
ょ
う
た

ん
島
周
遊
船
乗
り
場
、

市
役
所
１
階
案
内
な
ど
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

企
画
調
整
課
�
（
６

２
１
）５
０
８
５

ククククククルルルルルルーーーーーージジジジジジンンンンンンググググググでででででで、、、、、、水水水水水水のののののの都都都都都都・・・・・・徳徳徳徳徳徳島島島島島島をををををを体体体体体体感感感感感感

ひひょょううたたんん島島ＰＰＲＲ船船をを運運航航
ポケットに納まる便利な大きさです。このPR紙を
片手に、散策やクルージングを楽しんでみませんか。クルージング船で「ひょうたん島」を一周（約３０分）

し、水の都・徳島を体感してみませんか。
徳島市と新町川を守る会では、ＰＲクルージング船

「クイーンリバー号（定員１２人）」を運航しています。
乗船場所の新町川水際公園ボートハウス前には身体

障害者用リフトもあり、車いすでも利用できます。
乗船は無料です。整備の進む川沿いの様子や川の風

情をお楽しみください。
［運航日時］３月中旬～１０月中旬の土・日・祝日
ただし、７月２０日～８月３１日は平日も運行
運航時間＝１３時～１６時（７・８月は１７時～２０時）

［乗船受付］運行開始時刻の１時間前から両国橋北詰
め新町川水際公園ボートハウス前で。
なお、悪天候などで中止、あるいは、運航コースを

変更することもあります。

［問い合わせ先］新町川を守る
会�（６５５）１２０１または、観光課
�（６２１）５２３２

月1日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

52005 平成１７年４月１日現在
（前月比）

（－１，３３７）
（－７９３）
（－５４４）
（－４９１）

人 口 ２６１，３５９人
男 １２４，４１８人
女 １３６，９４１人

世帯数 １０６，９３２世帯
面 積 １９１．３９�

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送

●徳島市の広報番組

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。



﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈企
画
調
整

課
�（
６
２
１
）５
０
８
５

﹇
適
正
体
重
の
求
め
方
﹈

適
正
体
重（
�
）＝

身
長（
�
）×
身
長（
�
）×
２２

毎毎日日両両手手３３杯杯分分以以上上のの野野菜菜をを食食
べべままししょょうう

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈保
健
セ
ン

タ
ー
成
人
保
健
係
�（
６

５
６
）０
５
３
１

第７１０号 平成１７年５月１日 （２）

中
核
市
と
は

中
核
市
は
、
地
方
自
治
法
の

改
正
で
平
成
６
年
に
創
設
さ
れ

た
制
度
で
す
。

人
口
規
模
や
面
積
が
比
較
的

大
き
く
、
地
域
で
中
核
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
市
に
、
都

道
府
県
か
ら
市
民
生
活
に
か
か

わ
り
の
深
い
事
務
を
移
す
も
の

で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
見
合

っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
で
き

る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
、
市
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

中
核
市
の
要
件

中
核
市
に
な
る
た
め
の
要
件

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
人
口
３０
万
人
以
上

▼
人
口
５０
万
人
未
満
の
場
合
は
、

面
積
１
０
０
ｋ
㎡
以
上

徳
島
市
の
人
口
は
２６
万
７
１

０
７
人
（
平
成
１７
年
３
月
１
日

現
在
）
で
あ
り
、
中
核
市
の
要

件
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

他
都
市
の
状
況

現
在
、
全
国
で
は
３５
の
市
が
、

中
核
市
の
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。
四
国
に
お
い
て
も
本
市
以

外
の
県
庁
所
在
市
３
市
（
高
松

市
・
松
山
市
・
高
知
市
）
は
、

す
で
に
中
核
市
に
移
行
し
て
い

ま
す
（
下
図
参
照
）。

「
中
核
市
」に
な
る
と

中
核
市
移
行
に
伴
い
、

▼
現
在
、
県
が
行
っ
て
い
る
事

務
の
う
ち
、
市
民
生
活
に
か
か

わ
り
の
深
い
約
２
千
の
事
務
が

市
へ
移
り
ま
す
。

▼
福
祉
の
分
野
の
事
務
に
お
い

て
、
従
来
行
っ
て
い
た
県
へ
の

報
告
や
届
出
が
不
要
と
な
り
ま

す
。

▼
市
単
独
の
保
健
所
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
市
の
財
務
な
ど
に
関
し
て
、

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
な
ど
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
「
外
部
監

査
人
」
が
監
査
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◇

◇

次
号
で
は
、
中
核
市
の
メ
リ

ッ
ト
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:
//w
w
w
.city.tokushim

a.toku
shim
a.jp/

）に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

徳
島
市
は
、
県
都
と
し
て
、
ま
た
四
国
東
部
の
中
心
都
市
と

し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、
効
率
的
な
行
政
の
推
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
に
依
存
し
な
く
て
も
住
民
に
対
し
て
十

分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
と
さ
れ
る
、
「
３０
万
人
以

上
の
都
市
（
中
核
市
）」を
視
野
に
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
今
号
か
ら
２
回
に
わ
た
り
、「
中
核
市
」に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ここ
れれ
かか
らら
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり

みみ
んん
なな
でで
考考
ええ
よよ
うう
中中
核核
市市

◆
本
市
の
現
状

徳
島
市
の
成
人
の
肥
満
の

割
合
は
全
国
・
県
と
比
べ
て

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
で
は
、
市
民
の

６７
・
８
％
が
、
カ
ロ
リ
ー
オ

ー
バ
ー
や
野
菜
摂
取
不
足
な

ど
に
よ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

偏
り
な
ど
、
食
生
活
に
つ
い

て
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

◆
適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う

適
正
体
重
を
知
り
、
維
持

す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず

は
適
正
体
重
を
維
持
し
ま
し

ょ
う
。

◆
食
事
は

バ
ラ
ン
ス
よ
く
適
量
に

食
事
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
、
野
菜
は
、

１
日
３
０
０
g
以
上
（
目
安

は
生
の
状
態
で
１
日
に
両
手

３
杯
分
以
上
）
取
る
よ
う
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

味
付
け
は
、
塩
分
を
と
り
す

ぎ
な
い
よ
う
、
う
す
味
に
。

外
食
や
調
理
済
み
食
品
を

利
用
す
る
と
き
は
、
栄
養
成

分
表
示
を
参
考
に
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
菓
子
類

な
ど
の
間
食
を
と
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
と
く
し
ま
・
え
が
お
２１
」
で
示
し
た
、
自
主
的
な
健
康

増
進
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
６
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
生
活
習
慣
病
と
関
連
が
深
く
、
生
活
の
質
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
「
栄
養
と
食
生
活
」
の
領
域
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

健健健健
康康康康
でででで
心心心心
豊豊豊豊
かかかか
にににに
生生生生
活活活活
でででで
きききき
るるるる
社社社社
会会会会
をををを
目目目目
指指指指
しししし
てててて

とと
くく
しし
まま
・・
ええ
がが
おお
２２１１
第１回
栄養・
食生活編

～前編～

在宅介護支援センターご利用
ください

在宅介護支援センターでは、おおむね６５歳以上の高齢者とその家族など
を対象に、在宅介護等に関するさまざまなご相談（電話または訪問で。相
談費用は原則無料）に応じるほか、公的福祉サービスなどの利用申請手続
きのお手伝いも行っています。
プライバシーを

尊重し、中立公正
に活動しています
ので、安心してご
利用ください。
また、高齢者や

痴呆性高齢者を介
護している家族な
どを対象に、介護
方法や認知症に関
する知識の提供や、
介護者の健康づく
りなどについての
教室を開催してい
ますので、該当地
区の在宅介護支援
センターへお問い
合わせください。
［問い合わせ先］ながいき課（�６２１‐５１７６）

※推移人口＝直近の国勢調査に毎月の住民基本台帳などによる増減で加減したもの
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親親子子ふふれれああいいププララザザ 保健センター（ふれあい健康館内）なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００5月の無料相談【5月の行事】 �657－0065

いずれも参加無料。※印は要申し込み。
◆子育てセミナー「親子に贈る歌のおくりもの」※
日時 ５月１８日� １０：３０～１１：３０
場所 ふれあい健康館１階 ホール
講師 声楽家・上野美貴さん

園元千鶴さん
ピアノ・釘宮貴子さん

定員 ４０組（就学前の子どもとその保護者）
◆親子教室
対象：就学前の子どもとその保護者

女性センター
シビックセンター４階 �６２４－２６１３

＊※は予約制で、１１日�８：３０から電話で予約受付。
先着１８人（各日９人）で１人２０分以内です。

＊「行政相談委員相談」は、ふれあい健康館１階相談
室でも行っています。[とき]１８日�１３：００～１５：００

＊「司法書士」による相談は、シビックセンター５階
第２活動室でも行っています。
［とき］８日�・２２日�１０：００～１２：００

松山市
H１２．４．１
５１２，８８９人
４２８．８６�

中核市になった日
推計人口（Ｈ１７．３．１）
面積（Ｈ１７．３．１）

高知市
H１０．４．１
３３５，５８６人
２６４．２８�

中核市になった日
推計人口（Ｈ１７．３．１）
面積（Ｈ１７．３．１）

高松市
H１１．４．１
３３５，８０８人
１９４．３４�

中核市になった日
推計人口（Ｈ１７．３．１）
面積（Ｈ１７．３．１）

徳島市
２６７，１０７人
１９１．３９�

推計人口（Ｈ１７．３．１）
面積（Ｈ１７．３．１）

在宅介護支援センター一覧

担当地区

沖洲・渭東

上八万・入田・八万西部

川内・応神

津田・勝占東部

加茂名

多家良・勝占中西部

国府・北井上・南井上

八万東部

加茂

佐古

内町

渭北

不動

昭和

新町・西富田・東富田

電話番号

�０１２０‐７８‐１０８９
�０１２０‐５５‐４３２２
�０１２０‐６５‐８０１１
�０１２０‐６２‐６０６１
�０１２０‐３０‐６６１９
�０１２０‐８７‐０１５１
�０１２０‐４２‐７１７２
�０１２０‐６９‐３３３９
�０１２０‐７０‐３３６９
�０１２０‐５７‐００８３
�０１２０‐２４‐６４２３
�０１２０‐１８‐５５０６
�０１２０‐８７‐４２１５
�０１２０‐５７‐２６３６
�０１２０‐６５‐００７０

所在地

住吉４

下町本丁

川内町平石

大原町大神子

南庄町４

勝占町松成

国府町井戸

八万町大野

南矢三町３

佐古二番町

幸町３

吉野本町６

不動西町３

昭和町８

かちどき橋１

事業所名

白寿会

光風会

青香福祉会

大神子園

エルダリー

平成

国府フェニックス

ピア

三成会

飛鳥

徳島市医師会

健生さわやか

白寿会西部

てらさわ

とみだ

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００

１３：００～１５：００

１３：３０～１６：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１２：００

１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

１８・２５日�
２日�

１０・１７日	
１９日


毎週月・金曜

毎週火曜

２６日


毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※

行政相談委員

人権擁護委員

土地家屋調査士

司 法 書 士

行 政 書 士

住まいづくり

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

１７日	
１３：３０～１４：００、１４：００～１４：３０、１４：３０～１５：００

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

◆昼間（１３：００～１６：００）
毎週水曜日（第２週
を除く）・金曜日
◆夜間（１８：００～２０：００）
６日�・１８日�
２０日�

◆１１日�
１８：００～２０：００

女
性
対
象

男
性
対
象

一 般 相 談
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

カウンセリング
相 談

・電話（要予約）
・面談（要予約）
（託児あり・
要申し込み）
�６２４－２６１１

絵本の読み聞かせ

お話を楽しもう

動物をつくろう※

お誕生パーティー※
（５月生まれ）

子育てカウンセリング※
カウンセラー 和田 厚子さん

開館時間は９：００～１８：００（日・祝は１６：００まで）月曜日は休館

毎日１０：３０～１１：００
１４：３０～１５：００

１１日�１０：３０～１１：３０

２０日�１０：３０～１１：３０

２６日
１０：３０～１１：３０

２８日�１０：３０～１５：００

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

２４日	１３：００～１５：００

１１日�１３：３０～１５：３０

１１日�１３：３０～１５：３０
２４日	１３：００～１５：００
１９日
１３：００～１５：００
２５日�１３：００～１７：００

※は保健師、他は医師が相談に応じます。

一般健康相談
禁煙支援相談

認知症（痴ほう症）予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

生活習慣改善相談※

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



内 容
栄養の話
「おいしく食べて脳いきいき！」
運動の話
「体操で脳の活性！」
歯の話
「噛み噛みいきいき脳活性！」

※時間はいずれも１３：３０～１５：００（受け付け１３：００～）

日 時

５月３０日�

６月２０日�

７月２５日�

期 間

５／３１～
７／１９

時 間

１３：００～１５：００

１５：００～１７：００

曜日

火

コ ー ス

A

B

はじめての
パソコン

◆単独処理浄化槽
などからの転換
３５４，０００円
４１１，０００円
５１９，０００円

◆合併処理
浄化槽設置
２５３，０００円
２９４，０００円
３７１，０００円

５人槽
６～７人槽
８～５０人槽

（３） 平成１７年５月１日 第７１０号

INFORMATION

募 集

高齢者講座
～からだを使って脳の活性～
ふれあい健康館２階第２会議室で。老化
や認知症予防のための講座。対象は、６５歳
以上の市民（「運動の話」は医師から運動制
限を受けていない人）。日時・内容は下表の
とおり。定員各６０人（先着順）。受講は無料。

申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

身近な川の一斉調査
６月５日�９：００～１２：００。市内の河川
から水を採取して水質検査を行い、水質マ
ップを作成。対象は、小学生以上（小学生
は保護者同伴で）。
申 電話またははがきで、住所・名前・年
齢・電話番号を５月２３日�までに環境保全
課（〒７７０－８５７１幸町２－５�６２１－５２１３）へ。

ふれあい健康館
シニアパソコン教室
ふれあい健康館（沖浜東２）２階視聴覚
室で。内容・日程などは下表のとおり。対
象は、市内在住または在勤の、おおむね６０
歳以上の初心者。各コース１１人（抽選）。受
講料は９，０００円（教材費別）。

申 はがきに希望コース・住所・氏名・年
齢・電話番号を記入し、５月１４日�（必着）
までに、生涯福祉センター（〒７７０－８０５３
沖浜東２－１６ ふれあい健康館 �６５７－
０１９０）へ。

応急手当の実技講習会
５月１５日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
問 東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

初心者のための
ガーデニング教室（春コース）
とくしま植物園緑の相談所で。▽５月２２
日�＝プランターでの花づくり▽６月５日
�＝初めてのハンギングバスケット。講師
は、浪花エミ子さん。定員２０人（抽選）。参

加費１，０００円（２回分）。
申 往復はがきに、住所・名前・年齢・電
話番号・返信あて名を記入し、５月１６日�
（必着）までに、とくしま植物園緑の相談
所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－１ �
６３６－３１３１）へ。

ガラススタジオ
赤ちゃん誕生記念品の制作
５月８日�・２２日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。足型
は３カ月児、手型は１歳児くらいから。１０
人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 １０：００～１７：００に電話で徳島ガラスス
タジオ（�６６９－１１９５）へ。

催 し

きっかけ体操教室
５月９日�１０：００～１１：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。内
容はビデオを見ながら体操。対象は４０歳以
上で医師から運動制限を受けていない市民。
参加は無料。参加希望者は、直接会場へ。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

ニュースポーツのつどい
５月１４日�９：００～１２：００。吉野川運動
広場多目的広場Aで。ティーボールとペタ
ンク。参加は無料。参加希望者は直接会場へ。
問 体育保健課（�６２１－５４２７）

市立図書館
〈５月のおはなし室プログラム〉
◇７日�お話と絵本◇１４日�大型紙芝居
◇２１日�お話と手遊び◇２８日�おんぶとだ
っこのふれあい遊び。１０：３０～１１：００。
〈エンジョイ・イングリッシュ絵本で遊ぼう〉
◇２２日�１０：３０～１１：３０。対象は、小・中学
生（保護者の参加可）。定員３０人（先着順）
※いずれも参加は無料。

問 市立図書館（�６５４－４４２１ 毎週火曜
日と５月４日�、３０日�は休館。）

お 知 ら せ

市役所東側駐車場を
観光客に無料開放
５月１日�、５月３日�～５日�９：００
～１９：００。市役所庁舎東側のJR牟岐線沿
い駐車場を観光客に無料開放。
問 観光課（�６２１－５２３２）

市税などの納付は便利な口座振替で
口座振替できるのは①固定資産税②市・
県民税（給与天引き分を除く）③軽自動車
税（同一名義分はすべて対象）④国民健康
保険料⑤市営住宅使用料⑥介護保険料

申 預金通帳とその印鑑、平成１７年度分の
納税（納入）通知書を持って、通知書に記
載の金融機関（郵便局を除く）で手続きを。
問 ①②③納税課（�６２１－５０７９）、④保険
年金課（�６２１－５３８４）、⑤住宅課（�６２１－
５２８６）、⑥介護保険課（�６２１－５５８２）

国保料の納付にご協力を
徳島市では、５月を「国保料収納率向上
特別対策月間」とし、保険料の未納世帯に
対して日曜特別徴収や夜間戸別訪問、電話
催告などを実施。やむを得ない事情で納付
が遅れている場合は、相談を。
問 保険年金課（�６２１－５１５７、５１６４）

緊急通報装置の貸し出し
対象は、市内在住の一人暮らしで、おお
むね６５歳以上の人、または身体障害者手帳
１・２級に該当し所得税が課税されていな
い人など。通報を受ける協力者が２人必要。
装置と工事代は無料。修理代や電話料金な
どは本人負担。貸出台数に限りあり。受付
期間は５月２日�～３１日�
問 ▽高齢者：ながいき課（�６２１－５１７６）
▽身体障害者：福祉課（�６２１－５１７１ �
６２１－５３００）

合併浄化槽設置・転換費用
の一部を補助
合併処理浄化槽を設置する人、または単
独処理浄化槽などからの転換する人に費用
の一部を補助（限度額は下表のとおり）。条
件など詳しくは問い合わせを。

問 下水道事務所保全課（�６２１－５３０７）

農地の貸し借りの申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は、農業振興地域内の農用地で、借り手
は経営規模の拡大を志向する農家。
特徴は▽農地法の許可が不要で小作地所
有の制限を受けない▽契約期間が過ぎれば
離作料を支払うことなく確実に返してもら
える－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸したい土地
の登記簿謄本を持参し、５月１３日	までに
農業委員会事務局（市役所３階 �６２１－
５３９３）へ。

漏水調査にご協力ください
５月９日�から９月１６日	まで。内町・
新町・西富田・東富田・佐古・渭北・入田
・不動・沖洲・昭和・津田・渭東・川内・
応神・加茂・加茂名・八万の各地区におい
て、配水管および配水管から各戸の水道メ
ーターまでの漏水調査を実施。
宅地内に入らせていただくこともありま
すので、ご協力をお願いします。
問 水道局維持課（�６２３－１１８８）

廃家電の指定引き取り場所の
定休日変更について
家電リサイクル法で定められている廃家
電４品目の指定引き取り場所の一つである

旭金属（南末広町４－７５ �６５２－１８８５）
は、これまでの日曜日、お盆、年末年始に加
えて祝日も休業。持ち込む場合はご注意を。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

情報誌「くらしの広場」をお送りします
消費生活に関する情報紙（隔月発行）を
各支所・公民館などで配布していますが、
市内在住で定期購読を希望する人には送付
します。送料は無料。
申 はがきに「くらしの広場購読希望」と
明記のうえ、住所・名前・電話番号を記入
し、市消費生活センター（〒７７０－０８３４
元町１－２４ �６２５－２３２６）へ。

消火器の訪問点検にご注意！
訪問点検業者が、消火器を設置している
事業所に内容を十分に説明せずに、薬剤を
詰め替え高額請求するトラブルが増えてい
ます。点検を承諾する前に次のことを心が
けましょう。
▽いつもの契約業者か確認する▽契約内
容を十分に検討する▽不用意に署名や押印
をしない
問 消防局予防課（�６５６－１１９３）

ふれあい健康館
プールと浴室の臨時休業
５月２日�～５日�は、プール改修工事
のため、臨時休業します。
なお、ジムは通常どおり利用できます。

問 生涯福祉センター（�６５７－０１９０）

ご利用くださいシルバー人材センター
シルバー人材センターは、屋内外の軽作
業や施設管理など、高齢者にふさわしい仕
事を家庭や企業などから引き受けています。
ご家庭や事業所などで人手が必要なとき
は、お気軽にご利用ください。
問 徳島市シルバー人材センター（�６５３
－６２６２）

郵送します「広報とくしま」
「広報とくしま」は、毎月１日と１５日に
徳島・朝日・読売・毎日・産経・日経の各
朝刊紙に折り込んで、市民の皆さんにお届
けしています。ご近所などで、上記の新聞
を購読されていない人がいる場合は、郵送
しますのでご連絡ください。
問 広報広聴課（�６２１－５０９１）

ゴールデンウイークのごみの収集
５月３日�～５日�は、通常どおりご
みを収集します。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

５５月月はは軽軽自自動動車車税税のの納納期期月月でですす
納期限は５月３１日�

１８歳までの子どもと
その家族に関する悩み
や心配事の相談を受け
付け、問題解決のお手
伝いをします。
［相談時間］
８：３０～１７：００（土・日・祝日を除く）
［相談方法］面談や手紙、電話での相談の
ほか、必要に応じて相談員がご家庭に伺い
ます。
［相談費用］無料
※個人の秘密は厳守します。お気軽にご利
用ください。
［問い合わせ先］子育て支援課（�６２１－
５１２２・５１９４）

緑緑豊豊かかななままちちづづくくりりをを推推進進ししてていいまますす考古学入門講座（大地からのメッセージ８） おお気気軽軽ににごご利利用用くくだだささいい
家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談室室室室室室室室室室

受受講講生生をを
募募集集ししまますす 生生けけ垣垣のの設設置置にに奨奨励励金金「「古古墳墳文文化化のの謎謎ををささぐぐるる」」

［対象］住宅や事
業所の公道に面し
た部分に生け垣を
新設する場合や、
コンクリート塀な
どを生け垣に改築
する場合（▽生け
垣の延長：３㍍以
上▽１㍍当たり：
２本以上▽生け垣
高：６０㌢以上）
［奨励金の額］延長１㍍につき３，０００円。ただし、設置
費が３，０００円に満たないときは実費。コンクリート塀な
どを取り壊す場合は、１㍍につき１，０００円を加算します。
奨励金の交付限度額は８万円。
［申し込み］必ず着工前に、所定の申請用紙に記入し公
園緑地課〈市役所４階（�６２１－５２９６）〉へ。

（市役所南館２階・子育て支援課内）古墳時代の武器・武具、玉つくり、祭祀や、愛媛県・高知県の古墳文化を
紹介するとともに、それぞれの謎について考えます。

１.０�以内

０.６�
以上

０.６�
以下１.５�

以下

公衆用道路

［日時・内容］上表のとおり
［場所］考古資料館研修室
［定員］８０人（先着順）
［受講料］１，０００円（全５回分）

［申し込み］所定の申込用紙に記
入し、受講料を添えて徳島市立考
古資料館（国府町西矢野 �６３７
－２５２６）へ。

演 題・講 師
武器武具からみた古墳時代
御所市教育委員会生涯学習課文化財係長・藤田和尊さん
玉つくりと古墳文化
徳島市立考古資料館長・一山典
愛媛の古墳文化
�愛媛県埋蔵文化財調査センター調査課長・岡田敏彦さん
高知の古墳文化
�高知県文化財団埋蔵文化財センター調査第一班長・山本哲也さん
子持勾玉からみた古墳時代の祭祀
兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所・大平茂さん

※いずれも時間は、１４：００～１６：００

月日

５月２８日�

６月２５日�

７月３０日�

８月２７日�

９月２４日�

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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徳島における女性の社会進出は？�

総回答者数  1,544人�

12.7％�
（196人）�

33.4％�
（516人）�

50.6％�
（781人）�

社会進出�
     しやすい�

社会進出�
しにくい�

どちらとも�
言えない�

無回答  3.3％�
（51人）�
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﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
商
工
労

政
課
�（
６
２
１
）５
２
２
５

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
広
報
広

聴
課
�（
６
２
１
）５
０
９
１

第７１０号 平成１７年５月１日 （４）

徳
島
市
で
は
、
女
性

の
力
が
地
域
経
済
の
再

生
に
重
要
な
鍵
を
握
る

と
い
う
考
え
か
ら
、
女

性
が
い
き
い
き
と
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
の

実
現
の
た
め
に
女
性
の

経
済
活
動
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
こ
の
ほ
ど

報
告
書
に
ま
と
め
ま

し
た
。

同
調
査
は
、
平
成
１６
年
１１

月
〜
翌
１７
年
１
月
ま
で
の
間
、

市
内
在
住
の
１５
歳
〜
７４
歳
ま
で

の
女
性
３
３
８
６
人
を
対
象
に
、

郵
送
と
調
査
員
の
面
接
方
式
を

併
用
し
て
行
い
、
１
５
４
４
人

（
約
４６
㌫
）
か
ら
回
答
を
得
ま

し
た
。

調
査
結
果
に

よ
る
と
、
「
徳

島
で
女
性
は
社

会
進
出
し
に
く

い
」
と
答
え
た
の
が
３３

・
４
㌫
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
「
し
や
す
い
」

と
し
た
の
は
１２
・
７
㌫

（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）。

ま
た
、
「
女
性
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
環
境
に
必
要
な
も

の
」
と
の
問
い
に
は
、
保
育
や

介
護
の
支
援
の
充
実
、
企
業
・

職
場
や
家
庭
の
理
解
や
協
力
、

仕
事
に
お
け
る
能
力
に
見
合
っ

た
適
正
な
処
遇
（
男
女
差
を
な

く
す
）
な
ど
多
く
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

一
方
、
現
在
仕
事
を
し
て
い

な
い
が
「
再
就
職
・
市
民
活
動

・
起
業
し
た
い
と
希
望
し
て
い

る
」
人
は
４１
・
５
㌫
で
、
４４
歳

以
下
で
は
５９
・
１
㌫
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。

同
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の
結

果
を
グ
ラ
フ
な
ど
に
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
た
ほ
か
、
生
の
声

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
女
性
の
よ
り
良
い

働
く
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の

企
業
、
金
融
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
商
店
、
各
関
係
行
政
機
関

な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
報
告
書
を
ご
希
望

の
人
に
は
商
工
労
政
課
（
市
役

所
３
階
）
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

た
だ
し
、
在
庫
が
無
く
な
り
次

第
、
終
了
し
ま
す
。

女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性がががががががががががが働働働働働働働働働働働働ききききききききききききややややややややややややすすすすすすすすすすすすいいいいいいいいいいいい環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境ととととととととととととはははははははははははは………………………………報
告
書
は
Ａ
４
版
、６６
ペ
ー
ジ
、多
色
刷
り
で
２
０
０
０
部
発
行

「
地
域
活
性
化
の
た
め
の

ソ
フ
ト
開
発
を
徳
島
の
地

で
」
と
い
う
熱

い
思
い
を
持
つ

情
報
工
学
専
門

の
徳
島
大
学
教

授
・
吉
田
敦
也

さ
ん
が
代
表
と

な
り
、
２
年
前

に
発
足
し
た

「
い
き
い
き
ネ

ッ
ト
と
く
し
ま
（
会
員
８３

人
）」は
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
技

術
を
使
っ
た
Ｉ
Ｔ
生
活
の
実

践
を
支
援
す
る
人
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
交
流

と
学
習
の
２４
時
間
実
施
、
毎
月

１
回
の
定
例
勉
強
会
、
沖
縄
や

奈
良
な
ど
の
各
地
シ
ニ
ア
ネ
ッ

ト
と
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
で
遠
隔

交
流
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

で
地
域
へ
の
情
報
公
開
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
上
（http

://ikiikinet.
org

）
に
は
、
メ
ン
バ
ー
が
作

成
し
た
絵
手
紙
の
講
習
風
景
や

健
康
づ
く
り
を
兼
ね
た
マ
ラ
ソ

ン
中
継
速
報
、
棚
田
で
の
稲
作

づ
く
り
な
ど
、
多
様
な
活
動
内

容
の
レ
ポ
ー
ト
が
人
々
の
笑
顔

や
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
掲
載
さ

れ
、
人
や
自
然
、
も
の
づ
く
り

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
出

会
え
ま
す
。

「
Ｉ
Ｔ
の
強
み
の
一
つ
は
速

報
性
。
市
民
が
参
加
し
活
用
す

る
こ
と
で
、
刻
々
と
変
化
す
る

現
場
か
ら
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
が

発
信
で
き
、
そ
の
画
面
の
中
か

ら
情
報
を
入
手
し
、
利
用
し
行

動
す
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
話

す
吉
田
理
事
長
は
、
か
つ
て
体

験
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の

教
訓
か
ら
、
活
動
の
ゴ
ー
ル
を

「
市
民
の
自
立
協
働
で
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
」
だ
と
明
言
。

ま
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

出
会
い
の
世
界
で
す
。
ぜ
ひ
輪

に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
い
い
こ
と

を
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、

少
子
高
齢
化
社
会
の
貴

重
な
人
材
で
あ
る
シ
ニ

ア
層
へ
の
働
き
か
け
に

も
熱
心
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

な
っ
た
昨
年

か
ら
市
や
徳
島
大
学
な

ど
と
協
働
し
、
市
民
を

対
象
に
そ
の
第
一
歩
と

な
る
Ｉ
Ｔ
指
導
を
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
ま
す
が
、
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
履
修

課
程
）で
の
学
習
は「
続

け
る
の
が
楽
し
み
」
と
シ
ニ

ア
受
講
生
に
も
人
気
で
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
い
き
い

き
ネ
ッ
ト
と
く
し
ま
事
務
局

�info@
ikiikinet.org

�（
６
２
６
）５
５
７
０

女女女女女女女女
性性性性性性性性
のののののののの
経経経経経経経経
済済済済済済済済
活活活活活活活活
動動動動動動動動
実実実実実実実実
態態態態態態態態
調調調調調調調調
査査査査査査査査

結結結結結結結結
果果果果果果果果
まままままままま
とととととととと
まままままままま
るるるるるるるる

ＮＰＯ法人
いきいきネットとくしま

とと
くく
しし
まま

出
会
い
の
輪
が
広
が
る
Ｉ
Ｔ
生
活
を
支
援

７６

徳
島
市
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政

に
生
か
す
た
め
、
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
原

市
長
が
話
し
合
う
わ
が

ま
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
市
長
と
一
緒
に
熱
々

ト
ー
ク
」
を
、
５
月
に

開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
新
町
・
内
町
の
活
性

化
」。

参
加
グ
ル
ー
プ
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

﹇
開
催
日
時
﹈
５
月
下
旬
（
参

加
団
体
と
調
整
し
ま
す
）。時
間

は
２
時
間
以
内
。

﹇
開
催
場
所
﹈
原
則
と
し
て
、

参
加
グ
ル
ー
プ
の
活
動
拠
点
の

う
ち
の
ひ
と
つ
と
し
ま
す
。

﹇
参
加
対
象
﹈
市
政
や
地
域

発
展
に
関
心
を
持
ち
、
徳
島
市

を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
や
団
体
（
た
だ
し
、
営
業
、

政
治
、
宗
教
な
ど
の
活
動
を
目

的
と
し
た
グ
ル
ー
プ
は
除
く
）。

１
回
の
開
催
で
３
グ
ル
ー
プ

程
度
（
人
数
は
合
計
１５
人
程

度
）
ま
で
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
選
考
し
ま
す
。

﹇
会
議
方
法
﹈
市
長
が
市
政

に
つ
い
て
語
る
「
市
政
Ｎ
Ｏ

Ｗ
」
と
「
意
見
交
換
」
の
２
部

構
成
を
原
則
と
し
、
会
議
の
進

行
は
、
参
加
グ
ル
ー
プ
で
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

﹇
公
開
な
ど
﹈
意
見
交
換
の

概
要
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈
電
話
、

は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
で
グ
ル

ー
プ
名
・
活
動
内
容
と
略
歴
・

代
表
者
名
・
連
絡
先
を
広
報
広

聴
課
（
〒
７
７
０
―
８
５
７
１

幸
町
２
―
５
）
へ
。
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わわ
がが
まま
ちち
ミミ
ーー
テテ
ィィ
ンン
ググ参

加
グ
ル
ー
プ
募
集シビックセンターでのパソコン教室風景

徳徳徳徳島島島島城城城城博博博博物物物物館館館館のののの催催催催ししししいいいいろろろろいいいいろろろろ
ゴゴーールルデデンンウウィィーーククのの子子どどもも体体験験学学習習こここどどどももも博博博物物物館館館「「「「「「美美美美美美術術術術術術たたたたたたんんんんんんけけけけけけんんんんんん隊隊隊隊隊隊」」」」」」開 催 中

７／１０まで関連講演会などを開催します。
［展示解説］５月１４日�・６月１９
日� いずれも１３：３０～１４：３０
［ミュージアム・トーク］
◆演題「日本画はどのように描か
れるか」
（国際博物館の日記念事業）
［とき］５月１８日�

１３：３０～１５：００
［講師］日本画家・長尾弘子さん
◆演題「きみも一日学芸員」
［とき］５月２２日�、７月１０日�

いずれも１０：００～１６：００
［講師］当館学芸員
◆演題「古美術入門～作品を身近
に感じてみよう～」
［とき］６月５日�

１３：３０～１５：００
［講師］当館学芸員

～ 関 連 行 事 ～
◆「じぶんの絵巻物をつくってみよう」
［とき］５月８日� １３：３０～１６：００
［対象］６歳以上。保護者の参加も可※参加料は無料で
すが、必ず絵の具を持参してください。

◆百人一首競技かるた徳島県王座決定戦（個人戦）
［とき］５月３日�１０：００～
（当日９：３０～先着順で受け付け）
［定員］３２人（小学生以上）
◆～雅の遊び～ 投扇興王座決定戦
［とき］５月４日�１３：００～
（当日１２：１５～先着順で受け付け）
［定員］８０人（小学生以上）
◆お殿さま、お姫さまに大変身
［とき］５月５日�１３：００～
（当日１２：１５～先着順で受け付け）
［定員］男女各４０人（小学生以上）
※いずれの催しとも参加無料（た
だし、高校生以上は入館料が必要）。参加者には参加賞など
を進呈します。

参参加加者者
募募 集集徳徳島島市市子子どどももままつつりり第第２２７７回回

［とき］５月５日� １０：００～１５：００
［ところ］徳島中央公園（雨天の場合は、中央公民館）

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
子
ど
も

た
ち＝

昨
年

徳島城博物館
［入館料］大人３００円、高校・
大学生２００円、小・中学生無料
［休館日］毎週月曜日と祝日
の翌日、６月２０日～２７日は
休館
［電話］�６５６－２５２５

《野の花の世界》展
人を愛し、自然を愛
した良寛さんをテーマ
にした生け花。
［と き］５月１４日�・
１５日�
［ところ］和室

武者図（部分）、守住貫魚筆
［内容］市内青少年団体によるバトントワリン
グや鼓笛演奏、各コーナーでのおもちゃ作りや
チャレンジランキング、スポーツ、もちつき、
お茶席など。
※参加は無料です。
［問い合わせ先］社会教育課（�６２１－５４１７）

き

き

い

い
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